


































































果、1936 年 4 月に政府の支援を得て、イングランド銀行によって、資本金






















　これを契機として、英国議会は、1937 年 7 月に「産業人口の分布に関す
る 王 立 委 員 会（Royal Commission on the Distribution of the Industrial 
Population）」を設置した。委員長は、経済学者で政治家としての経験も持
つモンターギュー・バーロー卿（Sir Montague Barlow）が務めたことから、





































口の分布を決定するのである」としている（同上　p. 34 および p. 28）。
　もう一つの時期である第 1次大戦後については、まず人口変化の状況が記

































































定・不況地域の問題について扱った第 12 章とロンドンの問題に関する第 14
章の内容について主に記す。






































　対策について提案する第 16 章の結論の章は、A 改善策の例、B 改善のた
めの行動の目的と性質、C 政府の行動のための機構の 3つの内容で構成され
ている。ここでは、筆者の問題関心の点と最も結論的な内容を記している点




















































































































































































City Association）が設立された。そして、1903 年には、ロンドンから 56㎞













































ース田園都市の発展の歴史を 3 つの時期に分けている。第 1 期は 1903 年か
ら 1962 年までの期間で、民間の「営利限定的な会社」として公益有限会社
（Public Limited Co.）の形態をとった時期であり、第 2期は 1963 年から
1995 年までの期間で、国家の機関である公社組織となり、レッチワース田
園都市公社（Letchworth Garden City Corporation）となった時期である。そ
して、第 3期は再び民間組織（慈善的な非営利事業組織）になり、レッチワ




































て、カリングワースの『英国の都市農村計画（Town and Country Planning 












法（Housing, Town Planning, Etc., Act, 1909）であった。この法律では、新
しい住宅地の開発を規制するため、都市計画（Town Planning Scheme）を
策定する権限を地方自治体に付与した。これに先立って、1868 年には労働
者住宅法（Artizans and Labours Dwelling Act）、1875 年には労働者住宅改良
法（Artizans and Labours Dwelling Improvement Act）、1894 年にはロンドン
建築法などの立法が制定されていた。つまり、これらの公衆衛生や住宅対策
の蓄積の上に、都市計画の考え方が発展したと言える（同上　pp. 22─23）。














































（Distribution of Industry Acts）やニュータウン法（New Towns Act）、国立
















of Works）、後の公共事業・建築省（Ministry of Works and Buildings）の初代





















































































てより詳細に記されている。それによると、設立から 1938 年 11 月までの短期間

















ー・ロンドン地域計画地区の 1820 平方マイル、ロンドン旅客輸送地区の 1986 平方
マイル、首都交通地区の 2417 平方マイルなどがある（同上　pp. 156─157）。
英国における地域政策の淵源と理念に関する覚書（石見）
─ 88 ─









































15）　1930 年から 40 年の間にイングランドとウェールズで 270 万戸の住宅が建設され
た。1919 年から 39 年の間にグレーター・ロンドンの人口は、自然増により約 75
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